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本校 の電子科でほ選択 実習の情報技術 において，基礎 的なポ ケッ トコンピ ュータの B A S I C 言

語を利 用 した メカ トロ ニ クス 制御 実 習 の 指 導 を し て い る0 次 に C P U が Z － 80 の ワンボ ー ドマ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タ を製 作 させ て ， Z －8 0ア セ ン ブ リ言 語 ，機 械 語 に よ る パ ル ス モ ー タ 等 の 制 御 実 習 を

行な っ て い る0 そ の実 習 の教 材 と して ， また 課 題 研 究 に備 え ての 先 取 り的 な試 行 を 踏 まえ て， 生 徒

が興 味 関 心 を持 ち・ か つ メ カ トロニ ク ス 等 の複 合化 した 技 術 が 養 わ れ る も の と して ア ー ム ロボ ッ ト

の製作 を試みた0 ここで は，昨年度生徒 とともに研究実践 した内容 を紹介す る。

1 は じめ に

今 回 製 作 した ア ー ム ロボ ッ トほ ， 9 人 の 生 徒 が

取り組 んだ も の で ，半 年 間 コ ン ピ ュー タ に よ る基

本的な制御技術 を学習 した後 ，後期 の半年 間で仕

上げた もので ある。生徒ほ， 3 人ずつ機械工作班 ，

回路 班 ， ソ フ トウ ェ ア班 の 3 グル ー プに 分 か れ て

全員 協 力 し て取 り組 ん だ。

この ア ー ム ロボ J トは ， 5 軸 同時 制御 で あ り，

マニ ュ アル で ロボ ッ トに動 作 を T e a c h in g す れ ば ，

以後何回で もその動作 を再現 で きる機能 を持 って

いる。

2 ア ーム ロボ ッ トの製作

（1） 機械工作

写 真 1 に ア ー ム ロボ ッ トの 外 観 を示 す 。

手 短か な材料 を簡単 な工具 で加工 で き，かつ ロ

ボッ ト制御 の基本的 な実験実習 がで きるこ とに主

体を お い て い る。 この た め 主 な材 料 は アル ミで あ

る。

ア ー ム ロボ ッ トの各 部 の 名 称 を 上 か らハ ン ド，

フォ ア ア ー ム ， ア ッ パ ア ー ム ， ボ デ ィ（ 写 真 1 参

照）とす る。 ボ デ ィの部 分 に は パ ル ス モ ー タが 4

個取 り付 け て あ る。 こ の 4 つ の モ ニ タ に よ って ，

アッパ ア ー ムや フ ォア ア ー ム を上 下 に動 か した り

ハン ドを 広 げ た り縮 め た りす る。 こ こで モ ー タ 1

でア ッ ′くア ー ム を ， モ ー タ 2 で フ ォ ア ア ー ム を ，

モー タ 3 で ハ ン ドを 上 下 させ ， モ ー タ 4 で ハ ン ド

を広 げ た り縮 めた りさせ る。

一 番 難 しか った と ころ は ， 5 個 の モ ー タ の取 り

付け位置のわずか なず れでタイ ミソグベル トにゆ

るみ が で き ，そ の た め に フ ォ アア ー ムか ア ッパ ア

ームが 動 か な くな った こ とで あ る。 これ を 解 決 す

るた め に ， ボ デ ィ ， ア ッ パ ア ー ム ， フ ォ ア ア ー ム

にべ ル トの テ ン シ ョンを 調 整 す る装 置 を つ け て ネ

ジで ベ ル トの張 り具 合 を 調 整 した り， パ ル ス モ ー

写真 1 ア ー ム ロボ ッ ト
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図1 パルス モータ駆 動回路

（モ ー タ 1 ， モ ー タ 2 ）
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図2 パ ルスモ ータ駆動 回路 のプ リン ト基板

タを パ ワ ー ア ッ プ し た 。

（2） 制御 回路

図 1 にモー タ 1 ， モータ 2 の駆動 回路 を示す。

その回路 を基板 に した ものを図 2 に示す。写真 2

ほ， モ ー タ 1 か らモ ー タ 5 ま で の 5 個 の モ ー タ の

駆動 回路 であ る。

モ ータ駆動 回路 の作製につ いてほ，回路班の各

人 で分担 して，それぞれがオ リジナル

の プ リン ト基板 を作 った。 そ し て， 個

写真 2 パル スモ ータ駆動 回路（ モータ 1 ～ モータ 5 ）
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々の各 回路 が 完成 した 時 ， ソ フ トウ ェ

ア班 が ポ ケ ッ ト コ ン ピ ュ ー タ で パ ル ス

モー タ を 回転 させ るテ ス トプ ログ ラ ム

を作 成 し， そ の 回 路 を テ ス トし， 動 作

確認 を行 い着実に研究 を推 し進 めてい

った。

（3） イ ソ タ ー フ エ ー ス 回 路

図 3 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ P C

－8 8 0 1 と制 御 回路 を接 続 す るイ ソタ

ーフ エ ー ス 回路 を示 す 。 写 真 3 に そ の

回路の実物写真 を示す。

こ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 も最 初 は

動作 しなか った。 そこで，まず制御 回

路と同 様 に テ ス ト的 に L E D の点 滅 回

路を回 路 班 が製 作 した 。 次 に ソフ トウ

ェア班 が ， L E D を点 滅 させ る テ ス ト

プロ グ ラ ム を作 成 し ，そ れ に よ っ て イ



図3 イ ン タ ー フ ェ ース 回路

パス 3 お わ り に

最 初 ， ア ー ム ロボ ッ トの 製 作 に つ い

て生 徒 に聞 い てみ る と， と て も興 味 関

心を示 し，意欲 的に取 り組 んだ。

私 に と っ て， こ の製 作 を通 して旋 盤 で

プー リを削 った こ とや 基板 製作等非常

に い い勉 強 に な った と思 う。

なお ， この ア ー ム ロボ ッ トは 長 崎 総

合科学大学 で作製 された ものを参 考 に

した。

まだ 不 十 分 な点 もあ ります が 今 後 と

も各 位 の 御 指 導 御 鞭 撞 の程 よろ し くお

願 い申 し上 げ ます 。

最 後 に この 研 究 に あた り，御 協 力 い

ただいた本校機械科美旗先生他機械科

の 先 生 方 に こ の場 を借 りてお 礼 申 し上

げ ます 。

写真 3 イ ン タ ー フ ェー ス 回 路

ソタ ー フ エー ス 回路 の動 作 確 認 を した 。 こ こで 特

に苦 労 した 部 分 は ， イ ンタ ー フ ェー ス 回路 ， プ ロ

グラ ム ， L E D 回路 を何 度 チ ェ ッ ク して も異 常 な

部分 は な い の に P A 2 の L E D が 点灯 した ま まに

なる こ とだ った 。 そ して ， そ の 異 常 な部 分 が フ ラ

ッ トケ ー ブ ル コネ クタ に あ る こ とを 発 見 した 。 そ

のフ ラ ッ トケ ー ブ ル コ ネ ク タ を 新 し く作 り直 し て

接続 した。 その結果正常 に動作 した のを見た 生徒

達の喜 びは大 きか った。
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